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社会的判断力を育成する小学校社会科の授業構成
一「私たちの生活とごみ」を事例としてー

l はじめに

「判断力」の育成は，もともと教育における中

心的な目標であり，人間の本質と関わって，哲学

や教育学，人間学などでも論じられてきた。1)一

方，変化が激しく未来予測の難しい今日の社会に

あって，学校には新しい学力観に立った教育が求

められている。その中で判断力の育成は，ますま

す重要な課題の一つになっている。判断力の育成

は教育本来の中心的な課題であると同時に，きわ

めて今日的な課題でもある。

社会科教育に関する先行研究においては，社会

的判断力育成や意思決定力育成の観点から，社会

科の授業構成に価値的判断や実践的判断を組み入

れることの重要性が指摘されている。 2)そして，

それを組み込んだ授業構成について，いくつかの

提案がなされている。 3)

しかし，そのような授業構成にあって，意思決

定問題や価値的判断・実践的判断を求める問題は

指導者からの提示の形をとっている。 4)しかし，

社会的判断力を育成するためには，子どもの判断

は主体的なものでなければならない。5)そのため

には，子ども自らが価値的判断・実践的判断を求

める問題を発見し判断していくことが必要であろ

う。では，どのような授業構成を行えば，予ども

がそのような問題を発見し判断していくようにす

ることができるのであろうか。

このような問題意識をもとに本研究では，社会

的判断力育成の観点から，子どもが価値的判断や

実践的判断を求める学習問題を発見し判断してい

くような小学校社会科の授業構成を明らかにして

いきたい。

朝倉淳

なお，このような目的を達成するために，本研

究では次の3点について考察していく。

①社会的判断力育成の意義と方法

② 子どもが価値的判断や実践的判断を求める

学習問題を発見し判断していくような小学校

社会科の授業構成

③授業構成に基づいて開発した第4学年「私

たちの生活とごみ」の授業展開

2 社会的判断力育成の意義と方法

(1)公民的資質の基礎としての社会的判断力

森分孝治は，社会的判断力を， r社会的事物や
事象について一つの判断に到達する能力Jと規定
している。 6)また，社会的事象に対する判断の構

造モデルを示し，判断を個別的・一般的判断，記

述的・説明的・評価的・規範的判断に類型化して

いる。そして，知識の発展・成長の観点，態度・

行動の基礎づくりの観点から，評価的・規範的判

断を狭義の社会的判断力として重視する。7)小原

友行は，社会的判断を「判断の形式」と「知識・

能力Jによって記述的・説明的・価値的・実践的

判断に類型化し，学習の主体性を保証する観点か

ら価値的・実践的判断を社会的判断力として重視

する。 8) 

ここでは，森分の規定と類型化，小原の類型化

にみられる記述をもとに，社会的判断力を狭義に

とらえ価値的判断や実践的判断に到達する能力を

中心に据える。そして，社会的判断力を「社会的

事物や事象について，価値づけたり評価したりす

るための判断や，目的実現のための手段を選択し

たり決定したりする判断に到達する能力Jと規定
する。
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この社会的判断力は，公民的資質の基礎となる

ものである。 9)なぜなら，社会科では，公民的資

質として，民主的・平和的な社会の形成者として

社会に対して主体的に働きかけていく実践的な能

力と態度を重視すべきであり，そのような能力や

態度には社会的判断力が不可欠だからである。社

会的判断力は，狭義の「公民的資質Jそのもので
あり，それを具体的に表現したものとも言える。

(2)社会的判断力育成の方法

このような社会的判断力は，どうすれば育成す

ることができるのであろうか。

社会的判断力は，子どもが，社会的事物や事象

に対して問題意識を持ち社会的価値葛藤問題を発

見して主体的に価値的判断や実践的判断をしてい

く学習を通して育成されると考えることができ

る。10)なぜなら，実際にこのような判断をするこ

とによって，判断するために必要な活動と過程を

経験することができるからである。判断に必要な

知識や概念などを導いたりそれをもとに思考した

りして判断の過程をたどるためには，強い意志と

いろいろな能力が必要である。子ども自らが社会

的価値葛藤問題を発見して主体的に判断する学習

においては，強い意志といろいろな能力を育てる

とともに，実際に判断することによって社会的判

断力そのものを育成することができる。

なお，ここでいう社会的価値葛藤問題とは，あ

る社会的事物や事象のあり方が複数の価値によっ

て問われているときに生じる問題である。u)例え

ば， r国際連合での日本の役割のあり方Jr空港建
設などの開発と自然保護Jr米の輸入自由化と日
本の稲作農業jなどには，明確な社会的価値葛藤

問題が内在されている。

3 社会的判断力育成の授業構成

(1)授業構成の視点

前述した方法に基づけば，どのように授業構成

を行うことが必要であろうか。

社会的判断力を学習内容とし，子どもが実際に

社会的判断をすること自体を学習するような授業

構成をしなければならない。なぜなら，授業にお

ける判断が，その場の判断に終わることなし社

会的判断力の育成につながるようにするためであ

る。そのためには，次のような視点で授業構成を

行い学習を展開することが必要である。

①子どもの主体的な判断を生む教材構成をす

ること

②学習の過程を判断の過程に沿ったものにす

ること

以下，この2点について考察する。

(2) 主体的な判断を生む教材構成

素材とする社会的事物や事象には，社会的価値

葛藤問題が内在されていることが必要である。な

ぜなら，社会的価値葛藤問題が内在しない社会的

事物や事象，あるいは内在していてもそれが子ど

もたちに理解されず実感されないような社会的事

物や事象からは，子どもたちは問題意識を持つこ

とも問題を発見することもできないからである。

教材化にあたっては，導入を工夫することによっ

て，子どもが問題意識を持ち問題を発見するよう

にしなければならない。素材に内在する社会的価

値葛藤問題は社会的には問題であったとしても，

必ずしもまだ子ども自身の問題にはなっていない

からである。社会的価値葛藤問題が子どもの問題

となったとき，主体的な判断が生まれるであろう。

では，どのようにすれば，社会的価値葛藤問題

を子どもの問題にすることができるであろうか。

素材とした社会的事物や事象の中から，社会的

価値葛藤問題との関連の深いある部分を切り取り，

子どもに追体験させることで可能である。具体的

には次のようにする。

① ある状況場面を設定する。

② 子どもをその状況場面に立たせる。

③子ども自身を当事者にならせるか，実際の

当事者に役割取得させるようにする。

④ 当事者として，その状況のその後の展開を

追体験するような具体的な活動や体験をさせ

る。

この具体的な活動や体験を通して，子どもたち

は直観的にいろいろな問題を発見するであろう。

なぜなら，子どもたちは，設定された状況とその

後の展開に当事者として関わることで，自分のこ

ととして状況をとらえ，無意識のうちにいくつか

の素朴な判断場面を通過していくからである。
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直観的な学習問題の発見
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図1 社会的判断力を育成する学習過程モデル

(3) 判断の過程に沿った学習過程

子どもの学習過程は社会的判断の過程に沿った

ものである必要がある。12)なぜなら，記述的・説

明的判断の裏付けのない判断，調べたり話し合っ

たりすることを通さず吟味されてない社会的判断

は単なる思いつきによる選択となるからであ

る。13)記述的判断や説明的判断が価値的判断や実

践的判断の基礎，根拠となるような学習過程であ

る必要がある。14)

判断の過程に沿った学習過程とは，図1のよう

な過程である。

aでは，子どもたちは，社会的事物や事象との

出合いを通して，状況や心情を共感的に理解し，

直観的に問題を発見する。

bでは aで子どもが個別に発見した問題を出

し合い，いくつかの共通の学習問題にまとめる。

そして，その学習問題を構造化して，学習の順序

を決める。その際，価値的・実践的判断を求める

学習問題を柱とし，それに対する判断に至るため

に，記述的・説明的判断が行われるような学習計

画となる必要がある。

c dでは，子どもたちはそれぞれ，記述的判断，

説明的判断を求める学習問題を解決する。このこ

とは，価値的判断や実践的判断を求める学習問題

を明確化することにつながる。 efでは，子ども

たちはそれぞれ，価値的判断，実践的判断を求め

る学習問題に対して，判断をしていく。

1次判断 2次判断

-令

A:既有の経験・知識・概念

B:調べたり試したりしてみての新たな経験・知

識・概念

C:他の人の判断

図2 個人内判断から集団的判断への過程

なお， c d e fでは，それぞれ図2のような過

程を通して，判断を行う。

図2の1次判断では，子どもたちは，既有の知

識・概念・経験(A)などに問いかけながら，学習

問題に対して自分なりに予想したり，目標の実現

の方法を考えたりする。次に問題解決に関わる情

報を集めたり実際に試みたりして新たな経験・知

識・概念(B)などを得て，具体的に考える。

2次判断では 1次判断での各自の判断(C)を

出し合い，それをもとに話し合う。この話し合い

を通して，各自の判断を交流したり吟味したりす

ることで，自分の判断について確信を持ったり，

判断を修正したりする。15)

gでは，子どもたちは，新聞やレポートをつくっ

たり劇にしたりして，学習をふりかえりまとめる。

そして，作品を掲示したり発表したりする。現実

の社会的な営みに参加し行動化していく。表現し

たり行動化したりすることによって，多様な見方・

考え方にふれられるとともに，公民としての意識

や新たな問題意識を生むことができる。

なお，この学習過程は 1単位時間を想定した

ものではない。また，機械的に 1単元を想定した

ものでもない。ある社会的事物や事象に対して，

学習問題が設定されそれが解決されるまでの数時

間から20時間程度のまとまりの中で行われる 1サ

イクルの学習過程である。16)
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4 社会的判断力育成の授業展開

一第4学年「私たちの生活とごみJ-

(1)単元の目標

① 環境や資源の問題に対する取り組みや運動

に関心を持ち，自らもその問題に取り組んで

いこうとする。

② 私たちは毎日いろいろな種類のごみを多量

に出していることを知る。

③ 三原市では，増えてきた大量の廃棄物を，

焼却，埋め立て，再資源化という方法で処理

していることを理解する。

④ 現在の生産体制や生活様式によっておこる

廃棄物の増加，有害物質の発生などの問題が

環境を破壊し，生存の危機をもたらしている

ことに気づき，どうすべきか考える。

(2) 単元構成

〈導入〉

第1次私たちが出すごみの種類と量(3時間)

O 家庭から出たごみを持ち寄り，量や種

類を調べ自分たちで処理する。

第2次学習問題の設定と計画づくり(1時間)

O 学習問題を設定し計画をたてる。

〈展開I>

第3次 ごみの収集と処理(5時間)

O ごみが，どのように収集，処理されて

いるのかを調べ，清掃工場と不燃物処理

工場を見学して，話し合う。

第4次生活の移り変りとごみ(1時間)

O 家庭からでるごみが増えてきた背景に

ついて，考え，話し合う。

〈展開11>

第5次 ごみの問題と私たちの生活(1時間)

O 増え続けるごみや環境・資源の問題と

私たちの生活様式・生産体制の現状につ

いて，どう考えるか判断し，話し合う。

第6次 ごみを減らす(2時間)

O どのようにすればごみを減らすことが

できるか，自分なりに考えたり調べたり

して判断する。

O 各自の判断を出し合い，話し合って，

自分の判断を見直す。

〈終末〉

第7次 まとめと新聞づくり (3時間)

O 問題に対する考えや解決方法などをう

ったえる形で新聞や広告などをつくり，

交流する。

(3) 単元構成の趣旨

単元の導入である第1次には，具体的な活動，

体験的な活動として，子どもが家庭から 1日分の

ごみを持ち寄りそれをもとに種類や量を調べたり

処理したりする活動を位置付ける。

なぜなら，この活動では，ごみの種類や量につ

いて視覚的に調べることができるだげでなく，実

際に分別したり処理したりすることでより具体的・

体感的に理解することができるからである。また，

自分の家から持ち寄ったごみであることが，当事

者としての強い問題意識を生むからである。さら

に，目の前のごみを処理する必要から，無意識の

うちに自分たちが具体的に判断する場となり，実

際の活動を通して子どもが単元の中心的な学習問

題を子どもが直観的に発見することができるから

である。

第2次で子どもが設定する学習問題は，次の四

つである。

ア 私たちの家から毎日出されるごみはどのよ

うに処理されているのだろうか。

イ なぜ毎日こんなにたくさんのいろいろなご

みが出るのだろうか。

ウ こんなにたくさんのいろいろなごみを出し

ていていいのか。

。|アに対する判断 1

~I イに対する判断|

集[g I学習のまとめと行動化
アイウエは，く導入〉第2次で設定する学習問題

(本文中に記述)

図3 rごみと私たちの生活Jの学習計画

-54一



社会的判断力を育成する小学校社会科の授業構成(朝倉淳)

エ どうすれば家から出るごみを減らすことが

できるのか。

これらの学習問題をウエを柱として図3のように

構造化した計画をたてる。

子どもたちは，ウに対する判断のために，第3

次ではア，第4次ではイについて判断していく。

そして，第5次ではウについて価値的判断をし，

その判断に基づいて，第6次ではエについて実践

的判断をする。

第 7次では，子どもたちは，第6次まで学習し

たことをもとに自分の意見を最終的な判断として

新聞や広告という形でまとめ，発表したり掲示し

たりして交流する。交流を通して，実際に社会で

なされている取り組みや運動にふれ関心を高める

ことができる。

(4) 授業展開案

表1 <導入〉第l次 (3時間)・第2次(1時間)

児童の学習活動

聞く。
児童の代表が教師とともに演技を
する。他の児童は見る。
考える。発表する。
「捨てる。」
「ごみになる。」

ねらい 10発問・指示

身のまわりから|・ 買物をして家に帰ったあ
出るごみに関心を! とのようすを表現しましょ
持たせる う。
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指導上の留意点・資料

買物をして家に帰っ
てから商品の包装を解
く場面を児童とともに
演技する。
スーパーマーケット
の買物袋といくつかの
商品を準備しておく。
ここでは、家庭での
生活から出るごみを中
心に考えたり想像した
りさせる。

保護者には事前に本
単元の目標、内容、ご
みの収集について連絡
し、協力を依頼してお
く。

本時の学習問題 10 この時間の学習問題は何
を確認させる でしょうか。

- 家から持ってきたごみ袋
をシートにならペてみまし
ょう。
・ 自の前にあるのが40軒分の家から 1日に出るご
みです。三原市には約32000軒の家があります.
三原市全体から出るごみは自の前のごみの約800
倍です。想像してみましょう。

市全体のごみの
量をイメージさせ
る.
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学習の場は、体育館
など普通教室より広い
スペースのとれるとこ
ろとする。机や椅子は
用いず、中央に青シー
トを敷き、児童はその
周りに座る。
事前に、後の資料と
して児童が各自持ち寄
ったごみの重さを測っ
ておく。
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どんなごみがあ
るか、前の時間の
予想と比較させな
がら、毎日いろい
ろなごみが多量に
出ていることに気
づかせる。

O 袋の中にはどんなごみが入っているのでしょう| 想像する.
か。前の時間に予想したものが入っているでしょ l
うか E ・袋の中のごみを青シート| ごみ袋の中身を青シートに出す.
に出してみましょう. ー

O 前の時間に予想したごみ
がありますか.
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前時に予想したごみ
を模造紙に記して児童
の見えるところに掲示
しておく。
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分
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次時への見通し O 次の時間はどのように学 発表する。
を持たせる。 習しますか。 「分けたごみを処理しよう。」

本時の学習の進 O この時間はどのように学 発表する。 校庭など屋外で授業
め方を確認させる. 習しますか。 「分けたごみを処理しよう。」 を始める
ごみを処理する - グループごとに分けたご ごみを処理する。 グループごとに担当
活動を通して、問 みを処理しましょう。後で a燃えるごみ のごみを処理させる。
題意識を持たせる。 気づきゃ感想を出し合いま 焼却炉で焼却する。 処ー理プが早くすんだグル

しよう。 b生ごみ はまだのところを
敷地内の適切なところに穴を 手伝うようにさせる。

掘り埋める。
C瓶や缶
リサイクルが可能なように細かく再分別する.
dその他のごみ
どんなものがあるかを記録する.処理方法を制ペ、さら
に分別したり処理したりする。

各吋づ制 10 ごみ槻に処理問 各自、プリントに書く. | 教室に戻って、プリ感想を記録させる。 て、どんなことに気づいた ントに記録させる。
りどんなことを感じたりし
ましたか。

次時八の見通し
1
0 次の時間はどのように学 発表する。

を持たせる。 習しますか。 「書いたことをもとに気づきゃ感
想を出し合おう。」

本時の学習の進 O この時間はどのように学 発表する。 前時のプリントを通
め方を確認させる。 習しますか。 「書いたことをもとに気づきゃ感 して、事前に児童の気

想を出し合おう。」 づきや感想をつかんで
交流を通して、

-

気づきゃ感想を聞かせて 書いたことを発表する。 おく。
問題意識を明確に ください。
し共有化を図る。
前時…動 O …ーした

l
発表する。

を通して生まれた これから、どうしましょう 「同じようなものがあるので、出
問題意識をもとに か。 ているものをまとめる。 J
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学習問題を設定さ
せる。

学習計画をたて
させて学習の見通
しを持たせるとと
もに、主体的に取
組む態度を育む。

社会的判断力を育成する小学校社会科の授業構成(朝倉淳)

- 関係があるものをまとめ| 発表する。
ていきましょう。 1<気づき>

la燃えるごみグループ
「燃えるごみはすごい量で、燃やすのに時間がかかった.J 
b生ごみグループ
「燃やすと真っ黒い煙が出ていやな臭いがした。」
「生ごみの中にもアルミ箔やビニールが混ざっていた.J 
C瓶や缶のグループ
「瓶や缶の中に汁などが残っていた。 J
dその他のごみのグループ
「電池や蛍光灯などどうしたらいいか困るものがあった.J 
<問題となる感想>
ア「私たちの家から毎日出されるごみはどのように処理されて
いるのだろうか。」

イ「なぜ、毎日こんなにたくさんのいろいろなごみが出るのだ
ろうか。」
ウ「こんなにたくさんのいろいろなごみを出していていいのか.J
エ「どうすれば家から出るごみを減らすことができるのか.J 
<問題以外の感想>
「処理するのに疲れた。 J rごみ処理の仕事もたいへんだ。」

・ どのように学習していく| 学習計画をたてる。
か計画をたてましょう. rアイウエの順で学習する。」

r予想して調ペて話し合う。」
「できればごみの行方について見学したい。」
「最後に新聞か広告か劇で学習をまとめたい。」
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子どもの発言をもと
に板書を使って内容を
まとめながら、学習問
題に発展するものに焦
点化していく。
まとめられた内容は
次時からの学習のため
に模造紙に記録してお
く。

上記の内容と同様に
学習計画も模造紙に記
録しておく。

表2 <展開I>第3次 (5時間)・第4次(1時間)

ねらい 0発問・指示

本時の学習問題10 この時間の学習問題は何
を確認させる。 1 ですか。
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ごみがどのよう
に処理されている
かについて概要を
理解させるととも
に、よく分からな
いところカtあるこ
とに気づかせる.

児童の学習活動

本時の学習問題を発表し、確認す
る。
「私たちの家から毎日出されるご
みはどのように処理されている
のか。」
学習の進め方を話し合う。
「各自で予想をたてる→調ペる→
見学する→話し合う。」
各自、予想をたてて、調べる.

指導上の留意点・資料

第l次の活動の写真
など、記録を提示し、
学習問題に対するイメ
ージを鮮明にする。
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を持たせる 学の計画をたてましょう。

本時の学習の見10 この時間はどのように学
通しを持たせる。 I習しますか。
見学計画として 10見学にいく前に、どんな
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させる。

ごみがどのよう
に処理されるのか
具体的に確かめさ
せる。

見学して感じた
ことや分かったこ
と疑問に思ったこ
とを交流させて、
ごみの処理につい
てまとめさせる。
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-持参物 ・安全
・質問 ・予想
聞く.

書き込む。

. }~ること
・その他

笑際の見学時間とし
て2単位時間程度をあ
てる。

見学時の写真やVT
Rを活用する.

など

次時ハの見通し O 次の時間はどのように学 発表する。
を持たせる。 習しますか。 「なぜ毎日こんなにたくさんのい

ろいろなごみが出るのか。 J

本時の学習問題 O この時間の学習問題は、 本時の学習問題を発表し、確認す
を確認させる。 何ですか。 る。

「なぜ毎日こんなにたくさんのい
ろいろなごみが出るのか。 J

一向1:各自予想をたて郁 各自、考えたり調ペたりする.
景について理解さ てみましょう。
せる。 ・考えたり調ペたりしたこ 発表して話し合う。 ごみの収集が始まる

とを話し合いましょう。 -買いすぎる。 ・物が多すぎる。 までの各家庭でのごみ
-袋とかカバーが多すぎる。 処理のようす、生産や
-使い捨てになっている。 消費に対する考え方な
-容器や包むものが変わった。 どの変化を示す資料を

次時八の見通し 10 次の時間はどのように学! 発表する。 準備する。
を持たせる. 習しますか. 「こんなにたくさんのいろいろな

ごみを出していていいのか。 J

ょうか。

・ 見学の行先や持参物など
について、説明します。

・ 見学のめあでや内容、気
をつけることなどをワーク
シートに書き込みましょう.

清掃工場の見学をする.
不燃物処理工場の見学をする.
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表3 <展開II>第5次(1時間)・第6次 (2時間)
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ねらい 10発問・指示

本時の学習問題 10 この時間の学習問題は、
を確認させる。 I 何でしょうか。

ごみの現状につ
いて自分なりに価
値的判断をさせる.
各自の判断を出し
合わせて、吟味さ
せる。
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指導上の留意点・資料
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社会的判断力を育成する小学校社会科の授業構成(朝倉淳)

たときの問題点に るとどんなことが予想され -資源の枯渇 -環境破壊
気づかせる。 ますか。 -環境汚染 -食糧危機など

本時の学習問題 O この時間の学習問題は、 本「時の学習問題を発表する。
を確認させる。 何でしょうか。 どうすれば家から出るごみを滅

らすことができるのか。」
ごみを減らす方 - 各自で、考えたり調ペた 各自、考えたり調べたりして判断 発表しやすいように
法について自分断な りして、いい方法をよく分 したことを、提潔できる形にまとめ 画用紙や模造紙などに
りに実践的事lを かるようにまとめましょう。 る。 まとめたり作文にした
させる。 O 次の時間は、どのように

発「そ表れすぞるれ。の考えを発表しよう。」
りするようにする。

学習しますか。

本時の学習の進 O この時間はどのように学 発表し確認する。
め方を確認させる。 習しますか。 「どうすれば家からでるごみを減ら

すことができるか発表しよう。 J
ごみを減らす方 - それぞれの考えを、発表 発表して話し合う。 なぜその方法で減ら
法について、各自 しましょう。 <家庭>消費生活の見直し すことができると考え
の判断を出し合い リサイクル 生ごみの自家処耳目 たのか理由をはっきり
吟味させる。 <商庖>包装の簡素化容器・トレーなどの回収 とさせる。

<行政>ごみの有料化広報 現在行われている活
<生産者>省資源・省エネルギーへの価値MI.の変容 動についても、自分の
<学校>実践の場・教育 経験や意見を出し合つ
<自分>何にどう関わっているか。関わっていくか。 て、成果と問題点を考
<新たな疑問> えさせる。

表4 く終末〉 第7次 (3時間)

ねら し、 0発問・指示

表現することを - 私たちの生活とごみをテ
通して、知識や概 ーマにした新聞などを作つ
念を整理するとと て、自分の考えを伝えよう。

もに化、態へ度つ形成が、
行動 なる
ようにする。

自己評価させる • 「ごみと私たちの生活」とともに、これか の学習について、ワークシ
らの学習の意欲を ートに記入しましょう。
持たせる。

5 おわりに

本研究では，社会的判断力育成についてを意義

と方法，社会的判断力育成の授業構成，単元「私

たちの生活とごみJ18)の授業展開について考察し
てきた。しかし，一つの単元を事例にして授業展

開したものにすぎず，方法，授業構成，授業展開

も現時点で到達しているものにすぎない。今後は，

別の単元で授業展開案を作成し実践することを通

して方法，授業構成の有効性を考察するとともに，

その吟味，修正を行っていきたい。

(~，主〉

1)例えばM.].ランゲフェJレドは，教育の目標

を「一個の人格として自ら価値判断を下すこと

が出来，しかもそれを実生活において実行しう

児童の学習活動 指導上の留意点・資料

各自、学習したことや自分の考え 2時間分の活動とす
などを多くの人にうったえる形で表 る。
現する。 掲示して、各自が表
-新聞 -ポスター 現見したものをお互いに
• J¥ンフレット -作文 ることができるよう

にする。

ワークシート八の記入をする。 記入されたことは集
-判断の過程、方法、結果など 計・分析して、指導と

評価の材料とする。

る人」を育てることと述べている。 M.J.ラン

グフェルド 岡田渥美・和田修二監訳『教育と

人間の省察』玉川大学出版部， 1982， pp. 

18-19，参照。

2 )森分孝治『現代社会科授業理論j明治図書，

19840 小原友行「学習の主体性」全国社会科教

育学会『社会科教育論叢』第35集， 1988。今谷

順重『新しい問題解決学習の提唱』ぎょうせい，

19880 他。

3 )吉村政宣「価値論に基づく意思決定能力育成

の研究J日本社会科教育研究会『社会科研究』
第33号， 1985。岡崎誠司「意思決定能力を育成

する未来志向の授業構成」社会系教科教育学会

『社会系教科教育学研究』第5号， 1993。他。

4 )吉田正生「論理整合的・価値整合的意思決定

能力育成のための社会科授業モデルとその実践」
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日本社会科教育研究会『社会科研究1第34号，

1986。
5)小原友行，前掲論文。

6)森分孝治「知識・理解力と社会的判断力との

関連Jr社会科教育』明治図書， Nu101， 19730 
7)森分孝治，前掲書。

8)小原友行，前掲論文。

9)溝上泰「価値の主体的選択と社会科教育」

『社会科教育』明治図書， Nu101，1973 p.9参照。

10)社会科教育連盟編『新しい社会科の創造j中

教出版， 1979， p.16，参照。片川英次「歴史

的背景の理解と社会的判断力の指導知識一日本

の工業の発達を例にJr社会科教育』明治図書，
Nu101， 1973， p.89，参照。

11)見田宗介『価値意識の理論I弘文堂， 1982， 

pp.122-126参照。小原友行，前掲論文， p.81， 

参照。

12)小原友行，前掲論文， p.73，参照。

13)上回吉一『自己実現の教育1繋明書房， 1983， 

p;14，参照。見田宗介，前掲書，pp.70-71，参照。

14)森分孝治『現代社会科授業理論』明治図書，

1984， pp.88-104，参照。

15)田島薫「社会的判断力をねりあげる授業方法j

『社会科教育j明治図書， Nu101， 1973， 

pp.54-55，参照。

16)片川英次，前掲論文， p.90，参照。

17)資料1 ごみの収集について子どもに配布し

たプリント(自作)

18)本授業展開は1991年1月25日に，広島大学附

属三原小学校において， 4年生を対象に行われ

た公開授業研究の結果に基づいて，修正を加え

たものである。本単元では，廃棄物の問題を，

行政による単なる収集・処理の問題としてでは

なく，私たちの生活様式，地球規模の環境，資

源の問題としてとらえさせるようにする。小学

校社会科の単元で廃棄物の問題を扱ったものと

して，有田和正・霜田一敏『市や町のしごとj

国土社， 1973。高山芳治「小学校社会科単元

『ごみと生活jの学習書試案(1)Jr岡山大学教
育学部研究集録j第93号， 1993。他，参照。

資料1 ごみの収集について子どもに配布するプリント(一部)

1.ごみを集める日時 O月 O日(月)20:00から O月 O日(火)20:00まで

0月 O日(火)20:00にごみをふくろに入れて用意し、次の日の O月 O日(水)に学

校に持ってきます.

2.ごみを集める方法

① 自分の家で家族が出す1日分のごみを集めます.今日、 O月O日の20:00に家のごみばこを全

部、からにしておきます。そして、 O月O日の20:00に家のごみばこに入っているごみを全部集

めて、家にあるごみぶくろに入れてO月O目に学校に持ってきます。

①生ごみ(料理のときに出るごみや食パ残しなど、‘台所から出るごみ)だけは学校で渡す青いピ

ニールぷくろにまとめて入れて、口をかたくしばっておきます.そして、その他のごみといっし

ょにご家にある別の大きいごみぷくろの中に入れます.生ごみの中には、ビニールや、アルミは

くなどがまざらないようにしましょう.そのほかのごみは、全部一緒にしておきます。

@集めるごみは家から出る 1日分のごみです.新聞などまとめているものについても、 1日分を

入れましょう.たまたま、その日、かん、びんなどのごみががひとつもなかったり、きょくたん

に多かったりすることがあるかもしれません.家の人と相談をしましょう.

④ ごみを集めたり、ふくろに入れたりするのは、できるだけ自分でしましょう.このプリントは

家の人にも見せて、ごみを集めるときや台所のごみをじゅんびするときなど、むずかしいところ

は家の人にも手伝っていただきましょう.

(広島大学附属三原小学校)

-60一


